
森林経営活動
12.8万t-CO₂

その他
62.9万t-CO₂

コジェネレーションプロジェクト
87.2万t-CO₂

ボイラー
61.6万t-CO₂

工業炉
26.7万t-CO₂

太陽光発電
441.7万t-CO₂

（1.6%）

■J-クレジット制度における認証クレジットの
　方法論別内訳

2021年度末までの
クレジット認証量
803.5万t-CO₂

木質バイオマス
110.7万t-

CO₂（13.8%）

含まれている

計画されている

　　　　　含まれていない
（保育・間伐施業及び保護活動のみ計画）

計画されていない林分が含まれる
（天然更新予定地が含まれる）

プロジェクト区域内で認証対象期間中に
主伐を計画している林分が含まれているか

主伐が計画されている全ての
林分について、再造林が計画さ
れているか

林業の構造上の特性として、植栽から間
伐までの長期収支は必然的に赤字とな
るなど、経済的障壁を有する蓋然性が高
いため追加性の評価は不要とする。

天然更新ではなく再造林を選択
するためには大幅な追加的経費
の負担が必要となり、経済的障
壁を有する蓋然性が高いため、
追加性の評価は不要とする。

認証対象期間（主伐箇所
のみ：＋10年間の再造林・
保育経費）の収支見込が
赤字となるか

追加性を認定（現行規定どおり）。 追加性なし

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
へ
の
移
行
を
推
進
す
る

ツ
ー
ル
と
し
て
、Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
度
の
制
度
発
足
以
降
、
２
０
２

１
年
度
末
ま
で
の
累
計
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
量
８
０
３
・
５

万
t‐

C
O
2
の
う
ち
、
森
林
経
営
活
動
か
ら
の
認
証
量
は

12
・
８
万
t‐

C
O
2
（
１
・
６
％
）
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
需
要
家
か
ら
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
森
林
分
野
に
お
い
て
ク
レ
ジ
ッ

ト
供
給
量
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
拡
大
に
向
け
、Ｊ

‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
運
営
委
員
会
の
下
に
森
林
小
委
員
会

を
設
置
し
て
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
さ

る
８
月
５
日
、
森
林
小
委
員
会
で
の
議
論
の
成
果
に
つ
い

て
、
第
27
回
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
運
営
委
員
会
に
お
い

て
審
議
さ
れ
、
森
林
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
制
度
改
定
が

決
定
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
定
に
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
施
地
に
お
い
て
、①
主
伐
が
計
画
さ
れ
て
い
な
い
場

合
、②
主
伐
が
計
画
さ
れ
て
い
る
個
所
の
全
て
に
お
い
て
再

造
林
が
計
画
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
収
支
見
込
の
評
価
は

不
要
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
主
伐
後
に
再
造
林
を
実
施
し
た
場
合
の
排
出
量
・
吸

収
量
の
算
定
方
法
の
見
直
し

　
吸
収
量
の
算
定
に
当
た
っ
て
主
伐
は
「
排
出
」
と
し
て

計
上
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
改
定
に
よ
り
、
主
伐
後
の
伐

採
跡
地
に
再
造
林
を
実
施
し
た
場
合
は
、
植
栽
樹
種
が
標

準
伐
期
齢
等
（
森
林
経
営
計
画
の
認
定
要
件
と
し
て
定
め

ら
れ
て
い
る
主
伐
の
下
限
林
齢
）
に
達
し
た
時
点
の
炭
素

蓄
積
を
主
伐
時
に
計
上
し
た
排
出
量
か
ら
控
除
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
図
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、

ス
ギ
１
ha
の
主
伐
は
５
０
０
t‐

C
O
2
の
排
出
が
計
上
さ

れ
る
一
方
、
そ
の
後
再
造
林
を
行
え
ば
、
ス
ギ
の
標
準
伐

期
齢
到
達
時
点
の
４
０
０
t‐

C
O
2
が
控
除
さ
れ
る
イ
メ

ー
ジ
と
な
り
ま
す
。
再
造
林
後
の
林
分
の
成
長
過
程
を
通

じ
た
吸
収
量
に
つ
い
て
は
、
当
該
林
分
が
標
準
伐
期
齢
等

に
達
す
る
ま
で
認
証
申
請
で
き
ま
せ
ん
が
、
植
栽
保
育
な

ど
最
も
経
費
を
要
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
収
入

を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

（
３
）
伐
採
木
材
の
炭
素
固
定
量
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
化

　
今
回
の
改
定
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
地
か
ら
出
荷
さ

れ
た
原
木
に
つ
い
て
、
建
築
等
向
け
木
材
製
品
に
加
工
さ

れ
て
、
か
つ
、
そ
れ
が
90
年
以
上
廃
棄
さ
れ
ず
に
利
用
さ

れ
続
け
る
炭
素
固
定
量
を
算
定
対
象
に
追
加
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

（
４
）
再
造
林
活
動
方
法
論
（
F
O‐

０
０
３
）
の
新
設

　
主
伐
後
の
再
造
林
が
進
ま
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、 

造
林

未
済
地
を
対
象
と
し
て
森
林
の
土
地
の
所
有
者
以
外
の
者

又
は
再
造
林
の
た
め
に
無
立
木
地
を
取
得
し
た
者
が
再
造

林
を
行
う
場
合
に
、
当
該
森
林
が
最
大
16
年
生
に
達
す
る

ま
で
の
吸
収
量
を
認
証
申
請
で
き
る
新
た
な
方
法
論
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

●
そ
の
他
改
正
事
項

（
１
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
区
域
内
の
天
然
生
林
の
吸
収
量

算
定
対
象
へ
の
追
加

　
森
林
施
業
の
対
象
と
な
る
育
成
林
に
加
え
、
森
林
経
営

計
画
作
成
区
域
内
の
保
安
林
等
に
指
定
さ
れ
た
天
然
生
林

で
あ
っ
て
、
森
林
の
保
護
に
係
る
活
動
（
森
林
病
害
虫
の

駆
除
・
予
防
、
鳥
獣
害
の
防
止
、
火
災
予
防
等
）
が
実
施

さ
れ
た
区
域
を
算
定
対
象
に
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
認
証
対
象
期
間
の
延
長

　
原
則
８
年
間
と
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
認
証
対

象
期
間
に
つ
い
て
、
最
大
16
年
間
に
延
長
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　
我
が
国
の
人
工
林
が
成
熟
化
す
る
中
、「
伐
っ
て
、
使
っ

て
、
植
え
る
」
循
環
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
木
材
利
用
を

通
じ
た
炭
素
の
貯
蔵
効
果
を
高
め
る
と
と
も
に
、
成
長
が

旺
盛
な
若
い
森
林
を
増
や
す
こ
と
が
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
回

の
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
お
け
る
森
林
管
理
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
制
度
見
直
し
に
よ
り
森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
が

促
進
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
収
入
を
通

じ
て
林
業
経
営
の
安
定
化
が
図
ら
れ
、
ひ
い
て
は
さ
ら
な

る
林
業
の
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
中
長
期
的
な
森
林
吸

収
量
の
確
保
・
強
化
に
つ
な
が
る
好
循
環
を
生
み
出
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

〈
森
林
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
制
度
見
直
し
〉

（
１
）
追
加
性
要
件
の
見
直
し

　
追
加
性
要
件
と
は
、｠

Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
が
存
在
し

な
け
れ
ば
実
施
さ
れ
な
い
追
加
的
な
活
動
で
あ
る
こ
と
の

証
明
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
経
済
的
障
壁

の
有
無
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
認
証

対
象
期
間
中
（
８
年
間
）
の
収
支
見
込
が
赤
字
で
あ
る
こ

と
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
登
録
に
当
た
っ
て
の
追
加
性
要
件
と
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見直し前 見直し後

 

主伐を含む森林プロジェクトの吸収量・排出量計上の見直しイメージ

主伐後に再造林
すれば、標準伐期齢
までの吸収分+400t
を排出から控除-100t-500t

主伐

-500t
主伐

+100t
間伐

+100t
間伐

+400t
制度改正

期間計

※排出過多のため
クレジット認証不可

-100t-CO₂

森林プロジェクトのエリア
主伐・再造林した区域
保育・間伐した区域

間伐した森林の吸収量
=+900t-CO₂（8年間）
主伐した森林の排出量
=－1000t-CO₂

間伐

+200t
間伐

+100t
間伐

-100t

+100t+100t

+100t

+400t

+200t

期間計

※クレジット認証可
+700t-CO₂

間伐した森林の吸収量
=＋900t-CO₂（8年間）
主伐した森林の排出量
=－200t-CO₂

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
へ
の
移
行
を
推
進
す
る

ツ
ー
ル
と
し
て
、Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
度
の
制
度
発
足
以
降
、
２
０
２

１
年
度
末
ま
で
の
累
計
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
量
８
０
３
・
５

万
t‐

C
O
2
の
う
ち
、
森
林
経
営
活
動
か
ら
の
認
証
量
は

12
・
８
万
t‐

C
O
2
（
１
・
６
％
）
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
需
要
家
か
ら
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
に
は
、
森
林
分
野
に
お
い
て
ク
レ
ジ
ッ

ト
供
給
量
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
拡
大
に
向
け
、Ｊ

‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
運
営
委
員
会
の
下
に
森
林
小
委
員
会

を
設
置
し
て
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
さ

る
８
月
５
日
、
森
林
小
委
員
会
で
の
議
論
の
成
果
に
つ
い

て
、
第
27
回
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
運
営
委
員
会
に
お
い

て
審
議
さ
れ
、
森
林
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
制
度
改
定
が

決
定
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
定
に
よ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
実
施
地
に
お
い
て
、①
主
伐
が
計
画
さ
れ
て
い
な
い
場

合
、②
主
伐
が
計
画
さ
れ
て
い
る
個
所
の
全
て
に
お
い
て
再

造
林
が
計
画
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
収
支
見
込
の
評
価
は

不
要
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
主
伐
後
に
再
造
林
を
実
施
し
た
場
合
の
排
出
量
・
吸

収
量
の
算
定
方
法
の
見
直
し

　
吸
収
量
の
算
定
に
当
た
っ
て
主
伐
は
「
排
出
」
と
し
て

計
上
さ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
改
定
に
よ
り
、
主
伐
後
の
伐

採
跡
地
に
再
造
林
を
実
施
し
た
場
合
は
、
植
栽
樹
種
が
標

準
伐
期
齢
等
（
森
林
経
営
計
画
の
認
定
要
件
と
し
て
定
め

ら
れ
て
い
る
主
伐
の
下
限
林
齢
）
に
達
し
た
時
点
の
炭
素

蓄
積
を
主
伐
時
に
計
上
し
た
排
出
量
か
ら
控
除
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
図
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
、

ス
ギ
１
ha
の
主
伐
は
５
０
０
t‐

C
O
2
の
排
出
が
計
上
さ

れ
る
一
方
、
そ
の
後
再
造
林
を
行
え
ば
、
ス
ギ
の
標
準
伐

期
齢
到
達
時
点
の
４
０
０
t‐

C
O
2
が
控
除
さ
れ
る
イ
メ

ー
ジ
と
な
り
ま
す
。
再
造
林
後
の
林
分
の
成
長
過
程
を
通

じ
た
吸
収
量
に
つ
い
て
は
、
当
該
林
分
が
標
準
伐
期
齢
等

に
達
す
る
ま
で
認
証
申
請
で
き
ま
せ
ん
が
、
植
栽
保
育
な

ど
最
も
経
費
を
要
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
収
入

を
得
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

（
３
）
伐
採
木
材
の
炭
素
固
定
量
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
化

　
今
回
の
改
定
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
地
か
ら
出
荷
さ

れ
た
原
木
に
つ
い
て
、
建
築
等
向
け
木
材
製
品
に
加
工
さ

れ
て
、
か
つ
、
そ
れ
が
90
年
以
上
廃
棄
さ
れ
ず
に
利
用
さ

れ
続
け
る
炭
素
固
定
量
を
算
定
対
象
に
追
加
で
き
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

（
４
）
再
造
林
活
動
方
法
論
（
F
O‐
０
０
３
）
の
新
設

　
主
伐
後
の
再
造
林
が
進
ま
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、 

造
林

未
済
地
を
対
象
と
し
て
森
林
の
土
地
の
所
有
者
以
外
の
者

又
は
再
造
林
の
た
め
に
無
立
木
地
を
取
得
し
た
者
が
再
造

林
を
行
う
場
合
に
、
当
該
森
林
が
最
大
16
年
生
に
達
す
る

ま
で
の
吸
収
量
を
認
証
申
請
で
き
る
新
た
な
方
法
論
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

●
そ
の
他
改
正
事
項

（
１
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
象
区
域
内
の
天
然
生
林
の
吸
収
量

算
定
対
象
へ
の
追
加

　
森
林
施
業
の
対
象
と
な
る
育
成
林
に
加
え
、
森
林
経
営

計
画
作
成
区
域
内
の
保
安
林
等
に
指
定
さ
れ
た
天
然
生
林

で
あ
っ
て
、
森
林
の
保
護
に
係
る
活
動
（
森
林
病
害
虫
の

駆
除
・
予
防
、
鳥
獣
害
の
防
止
、
火
災
予
防
等
）
が
実
施

さ
れ
た
区
域
を
算
定
対
象
に
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

（
２
）
認
証
対
象
期
間
の
延
長

　
原
則
８
年
間
と
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
認
証
対

象
期
間
に
つ
い
て
、
最
大
16
年
間
に
延
長
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

　
我
が
国
の
人
工
林
が
成
熟
化
す
る
中
、「
伐
っ
て
、
使
っ

て
、
植
え
る
」
循
環
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、
木
材
利
用
を

通
じ
た
炭
素
の
貯
蔵
効
果
を
高
め
る
と
と
も
に
、
成
長
が

旺
盛
な
若
い
森
林
を
増
や
す
こ
と
が
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
り
ま
す
。
今
回

の
Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
お
け
る
森
林
管
理
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
制
度
見
直
し
に
よ
り
森
林
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
創
出
が

促
進
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
収
入
を
通

じ
て
林
業
経
営
の
安
定
化
が
図
ら
れ
、
ひ
い
て
は
さ
ら
な

る
林
業
の
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
中
長
期
的
な
森
林
吸

収
量
の
確
保
・
強
化
に
つ
な
が
る
好
循
環
を
生
み
出
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

〈
森
林
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
制
度
見
直
し
〉

（
１
）
追
加
性
要
件
の
見
直
し

　
追
加
性
要
件
と
は
、｠

Ｊ‐

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
が
存
在
し

な
け
れ
ば
実
施
さ
れ
な
い
追
加
的
な
活
動
で
あ
る
こ
と
の

証
明
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
経
済
的
障
壁

の
有
無
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
認
証

対
象
期
間
中
（
８
年
間
）
の
収
支
見
込
が
赤
字
で
あ
る
こ

と
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
登
録
に
当
た
っ
て
の
追
加
性
要
件
と
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